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 1  2017年度を振り返って 
2017年度の学習支援活動の開催数は335回、参加者は
延べ約1万5千人となり、昨年度とほぼ同規模の活動と
なった（下表参照）。
活動の中心となる授業、学部・研究科オリエンテーショ
ンでの支援のほか、図書館主催企画である図書館情報検
索ワークショップ、データベース講習会を開催した。下
表には含まれない間接的な支援として、中央図書館セル
フツアー、新入生歓迎イベントLibrary Weekも継続し
て開催した。
学生ボランティアスタッフLIVSの活動は5年目に入
り、脱出ゲーム開催、図書館・本に関する冊子の刊行、
展示、資料活用記事のWeb連載など、さまざまな企画
を実施した。
学内連携としては、イベント共同開催、職員研修への
参画、大学広報との連携、動画コンテンツの制作・公開
などを実施した。
一部の授業支援ではティーチング・アシスタント
（TA）をサポート要員として活用した。また、中央図書
館の学習コーナー、所沢図書館のラーニング・コモンズ
ではラーニング・アシスタント（LA）の運用を開始した。
TAは学術院、LAは図書館の予算で大学院学生を雇用し
た（LAについての詳細はp.8「図書館ラーニング・アシス
タント（LA）制度の開始について」を参照のこと）。
 2  授業支援の実施 
学習支援活動の中心となるのは、学部・研究科単位お
よび個別の授業・ゼミ単位での授業支援である。開催数
は245回で全学習支援335回の73%を占め、参加者数は延
べ8,277人となった。
学術院別にみると、政治経済学術院と文学学術院の参
加者が半数近くを占める。これは主にそれぞれ「基礎演
習」、「必修基礎演習」という学部1年生全員が対象の授業
を支援していることによる（文学学術院は希望クラスの
み）。
中央図書館では、学生がスタンプを集めながら館内を
めぐるセルフツアーを通年で開催しており、初年時の早
い段階で図書館を知ってもらう手段として、上述の両学
術院のほか、多くの学術院の授業で利用されている。授
業外の個人での参加もあり、2017年度の参加者は延べ
2,471人となった。
学習支援活動に携わる図書館職員（アカデミック・リエ
ゾン）は、2018年4月現在で総勢26人である。セルフツアー
の活用、各授業支援の体制の見直しに加え、文学学術院
の「必修基礎演習」でのTAの活用により、リエゾン1人
あたりの担当授業支援回数は落ち着いてきている。
 3  図書館主催講習会の開催 
（1） 図書館情報検索ワークショップ 
2017年度も例年同様、授業支援による情報検索実習受
講の機会がない学生を主な対象として、春学期と秋学期
に図書館情報検索ワークショップを開催した。
春学期は、6月26日から7月14日にかけて全16コマ開催
し、参加者数は延べ138人であった。秋学期は、10月31
日から11月17日に全19コマ開催し、参加者数は延べ125
人となった。
図書館資料の探し方、各種検索ツールの利用方法を学
ぶものに加え、ライティング・センターと協働してレポー
ト作成や引用についてのプログラムを実施した。秋には、
留学生や英語話者向けに英語でのプログラムを5コマ開
催した。
新規プログラムとしては、春学期に、提供元を招いて
館内に設置したブースでデータベースを紹介してもらう
イベントを戸山図書館で開催した。秋学期には9月より
提供を開始したディスカバリーサービス「WINE Plus」
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2017年度学習支援活動
学生等参加者数
（人）
図書館職員講師数
（人）
図書館職員
サポート員数（人） 開催数（回）
開催当たり
要員数（人）
学部新入生向けオリエンテーション 4,852 12 18 12 2.5
大学院新入生向けオリエンテーション 858 17 10 17 1.6
授業支援：学部・研究科単位 5,970 84 144 179 1.3
授業支援：個別授業・ゼミ対応 2,307 60 91 66 2.3
就職支援 67 0 10 6 1.7
図書館主催企画など 994 33 84 55 2.1
合計 15,048 206 357 335 1.7
2016年度 14,979 204 383 340 1.7
2016年度との比 100.5% 101.0% 93.2% 98.5%
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の講習会を提供元の協力で実施し、学生・研究者の他多
くの図書館職員が参加した。
（2）データベース講習会
高田早苗記念研究図書館では、6月と11月に、主に大
学院生向けに、経済・商学、教育学関係の6種のデータベー
スの講習会を行い、延べ176人の参加があった。戸山図
書館では、秋学期に春のワークショップで行ったものと
同様のデータベース紹介のイベントを開催した。理工学
図書館では4月に理工系データベース講習会を合計3コマ
開催し、延べ479人の参加があった。 
 4  図書館主催イベントの開催 
2013年度より、新入生に図書館を知り、親しみを持っ
てもらうことを目指した新入生歓迎イベントLibrary 
Weekを、入学の時期に合わせて春と秋に開催している。
2017年度は、春は4月10日～ 14日、秋は10月2日～ 6日に
開催し、837人の参加を得た（参加者を数えられる催しの
集計）。それぞれの企画は下表のとおり。
Library Week実施企画一覧
■■ 2017春■
主催 企画 概要
中央図書館
中央図書館セルフツアー 館内10か所に設置されたポイントをめぐり、クイズに答えるスタンプラリー形式のツア （ー日英対応）。
ライブラリーコンサート 館内にて学生サークル（早稲田大学マンドリン楽部、早稲田大学クラシック弦楽合奏団）による実演。
展示「こんな時に読んで欲しい本」 図書館職員、学生によるお勧め本の紹介文・紹介図書の展示。
展示「新入生に贈る一行」 図書館ボランティアスタッフLIVSによる展示。
冊子『りぶまぐ!』発行 LIVSが刊行している図書館紹介冊子『りぶまぐ！』のVol.2を、Library…Week期間中に刊行。
脱出ゲーム@中央図書館 LIVS企画。2014年11月に実施した「脱出ゲーム」を、Library…Week期間に合わせて再度実施。
戸山図書館
戸山図書館セルフツアー 館内5か所に設置されたポイントをめぐり、クイズに答えるスタンプラリー形式のツアー。
展示「実は私も文キャン出」 文学学術院（再編前を含む）を卒業した芥川賞・直木賞作家の作品等を展示。
所沢図書館 展示「こころに残るこの一冊」 早稲田大学から、2016リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック大会に出場した学生に、図書を紹介してもらう展示。
■■ 2017秋
主催 企画 概要
中央図書館
中央図書館セルフツアー 館内10か所に設置されたポイントをめぐり、クイズに答えるスタンプラリー形式のツア （ー日英対応）。
ライブラリーコンサート 館内にて学生サークル（早稲田大学津軽三味線愛好会三津巴、早稲田大学交響楽団）による実演。
展示「おすすめ資料〜映像資料・
録音資料編〜」
図書館職員による、中央図書館所蔵のAV資料紹介のリーフレット（日英）配布、
および展示。
展示「新しい趣味はじめよう！」「○○の秋」をテーマにした、LIVSによる図書と紹介文の展示。
脱出ゲーム@中央図書館（完結編） LIVS企画。2017春開催の脱出ゲームの続編。
理工学図書館 展示「蔵書でふりかえる西早稲田キャンパス」 51号館を中心とする西早稲田キャンパスの建造物・校地に関する資料の展示。
所沢図書館
展示「絵本から見る子どもの権
利〜スウェーデンの画家からの
贈り物〜」
人間科学学術院の川名はつ子教授との協働企画。スウェーデン人の画家チャー
リ ・ーノーマンによる、子どもの権利を描いたイラストの写真を展示。関連して
ギャラリートークも開催した。
戸山図書館におけるデータベースの紹介
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 5  学生による学習支援の展開と整備 
図書館ボランティアスタッフLIVSは、図書館公認の
学生団体で、学生視点での図書館サービスの企画・提供
を目的として、各種イベントや展示などを企画・実施し
ている。2017年度は新規メンバー 11名、継続メンバー
19名、合計30名の体制で運営し、Library Weekとの連
動企画も含め、下表のとおり活動した。
 6  学内連携の進展 
2017年度も、授業支援における各学術院との連携を始
め、さまざまな活動で学内連携を進展させた。
（1） 他部署との連携
大学総合研究センターとは、学修ポートフォリオ開
発・運用に向けた準備について協力した。グローバルエ
デュケーションセンタ （ーGEC）とは、昨年度に引き続
き「近現代東アジアと早稲田」において、図書館の貴重資
料を用いた授業支援を実施した。12月にはキャリアセン
ターと協力して2019卒の学生を対象に「企業研究に役立
つデータベース講習会」を開催した。ライティング・セン
ターとの合同ワークショップ、留学センターとのガイダ
ンス・授業支援などの連携企画も継続して行った。
（2） 人事研修での連携
人事課との連携により、4月、9月には新入職員を対象
として、大学業務全般や調査に役立つ図書館情報検索の
研修を実施した。
（3） 広報に関する連携・協力
大学体験Webサイトにおける入試広報用の中央図書
館紹介動画の撮影にLIVSとともに協力した。なお大学
体験Webサイトには既存の図書館コンテンツも提供し
た。
例年通り、広報課や学生生活課で発行する媒体で学習
支援活動を取り上げてもらうとともに、図書館としての
SNSからの情報発信については、大学公式SNSとの連携
を図ることで数多くの反響を得ることができた。
（4） 動画コンテンツの制作・公開
教材として利用可能な映像、ガイドコンテンツの整備
と充実、魅力的な広報映像の制作に努めた。これらの制
作や公開には大学総合研究センターの協力を仰ぎ、新入
生に対しては、GECの「わせだライフABC」へ引き続き
コンテンツを提供した。
LIVS企画一覧
開催月 企画 概要
4月 脱出ゲーム@中央図書館
2014年11月に実施した「脱出ゲーム」を、春のLibrary…Weekの一環として再度実施した。
設定されたストーリーに対して出題される問題を順に解いていくことで進行し、すべての
問題を解くとクリア。出題する問題はすべて図書館に関するものとし、ヒントは図書館施
設や資料に隠されている形とした。
4月 展示「新入生に贈る一行」 春のLibrary…Weekの一環として実施。LIVSメンバーが選定した新生活を迎えた学生に贈る一行を図書館内に展示した。
4月〜 12月 図書館紹介冊子『りぶまぐ！』の刊行
図書館・本に関する情報の発信、本と触れ合う機会の提供を目指してLIVSが刊行している
図書館紹介冊子『りぶまぐ！』のVol.2を4月に、Vol.2.5（4分冊）を12月に刊行した。
8月 展示「文庫川柳」 異なる図書の背表紙を組み合わせて川柳を作り、写真を展示。8月のオープンキャンパスに合わせて実施した。
10月 脱出ゲーム@中央図書館（完結編） 秋のLibrary…Weekの一環として2017春開催の脱出ゲームの続編を実施した。
10月 展示「新しい趣味はじめよう！○○の秋」
秋のLibrary…Weekの一環として実施。「○○の秋」をテーマにした、LIVSによる図書と紹介
文の展示。
12月 Library…Gifts〜あなたに贈る本〜
クリスマスに合わせた展示。クリスマスプレゼントのように、本を実際に袋でラッピング
し、袋を開けて本に触れられるような展示とした。
12月 学生協働ワークショップin東京
「学生協働」について、東京近郊の大学図書館が事例を持ち寄り、学生と学生協働に関わる
教職員がお互いの活動について情報共有する催し。LIVSメンバー 3名と図書館職員が参加
した。
1月 わせとしょ探検隊！
Web連載企画。早稲田大学図書館所蔵の資料、特に研究書庫、バックナンバー書庫の資料
から、LIVSメンバーが設定したテーマについて、調査の過程を記事にして図書館Webサ
イトで紹介。
ガイドコンテンツ 「図書館をフル活用しよう！」
